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利水に関する現状と課題、実施内容（案） 第5回斐伊川河川整備懇談会

利水の現状と課題

かんがい面積

斐伊川水系河川整備計画における利水の目標

全体において「不安はない」もしくは「どちらかといえば不安はない」と答えた人が58%であり、過半数以上を

 

占める。「不安である」の理由として「取水制限・断水の経験」や「気候変動による雨量減少」が約7割を占める。

■住民アンケートの結果

■斐伊川河川整備懇談会（学識者および流域首長）

・河床低下による取水への影響があることから､安定的に取水できるような対策を考えてほしい。
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斐伊川 上島 894.8 46.46 31.31 21.54 13.58 S41-H18

神戸川 馬木 451.3 14.30 8.69 5.32 3.07 S36-H18

豊水流量：1年のうち95日はこの流量を下回らない流量

 

平水流量：1年のうち185日はこの流量を下回らない流量
低水流量：1年のうち275日はこの流量を下回らない流量

 

渇水流量：1年のうち355日はこの流量を下回らない流量

■斐伊川および神戸川の流況

・斐伊川（上島地点）の平均渇水流量は約13.6m3/s、低水流量は約21.5m3/s
・神戸川（馬木地点）の平均渇水流量は約3.1m3/s、低水流量は約5.3m3/s

■主な渇水被害

利水に関する実施内容（案）

・尾原ダムおよび志津見ダムの整備や水資源の広域的かつ合理的な利用の推進を図るなど、今後とも関係機

 

関と連携して必要な流量を確保。
・渇水などの発生時の被害を最小限に抑えるため、情報提供､情報伝達体制を整備するとともに、水利使用者

 

相互間の水融通の円滑化などを関係機関および水利使用者などと連携して推進。

尾原ダム(イメージ図)

水道用水供給対象市町

志津見ダム(イメージ図)

・島根県が
ダム地点に
新設する志
津見発電所
で最大出力

 

1,700kWの
発電を行う

■正常流量（斐伊川）
上島地点における流水の

 

正常な機能を維持するた

 

め必要な流量は、利水の

 

現況、動植物の保護等を

 

考慮し、概ね16m3/s。

■正常流量（神戸川）
馬木地点における流水の

 

正常な機能を維持するた

 

め必要な流量は、利水の

 

現況、動植物の保護等を

 

考慮し、3月下旬～9月は

 

概ね4 .4m3/s、10月～3月

 

中旬は概ね3.1m3/s。

斐伊川の正常流量（上島）

 

16.2m3/s

 

=

 

維持流量3.44m3/s(動植物の保護等)＋水利流量12.766m3/s＋還元・分派量0.0m3/s

神戸川のかんがい期の正常流量（馬木）

 

4.4m3/s

 

=

 

維持流量2.39m3/s(動植物の保護等)＋水利流量2.05m3/s＋還元・分派量0.0m3/s

神戸川の非かんがい期の正常流量（馬木）

 

3.1m3/s

 

=

 

維持流量2.39m3/s(動植物の保護等)＋水利流量0.72m3/s＋還元・分派量0.0m3/s
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昭和48年渇水、昭和53年渇水といった渇水被害が発生。
【昭和48年渇水】
・7、8、9月の降水量が平均降水量を大きく下回る12mm、38mm、77mmと記録的な渇水

 

を記録し、農作物の被害はもとより、松江市では134日間にわたって１日2時間の給水

 

制限を実施。
【昭和53年渇水】
・4月以降少雨傾向が続き、給水制限を実施。また、水稲の枯死等の被害も発生。

■尾原ダム
・島根県東部地域の3市1町の安定した水道用水を

 

供給するため、新たに1日最大38,000m3を開発。

■志津見ダム
・島根県に対し、工業用水として新たに

 

1日最大10,000m3を開発。

・斐伊川及び神戸川水系の河川水については、水道用水として

 

出雲市等に供給されている。しかしながら、島根半島の山地は

 

山が浅く水源は乏しいため、松江市、出雲市等は水道用水の

 

不足が見込まれ、新たな水源等の手当が必要。
・農業用水の歴史は古く、江戸時代に流域外（当時）となる神戸

 

川水系に来原岩樋を設けて導水。来原高瀬川・間府川などの

 

用水路を整備し、農業用水を供給。斐伊川は伏流水が多く、表

 

流水の安定的な取水が困難であり、低水路部と並行する「鯰

 

の尾」と呼ばれる水路に伏流水を集めたり、河床の砂を利用し

 

た砂堰による「水寄せ」等により取水を行っている。
現在、農業用水として約22,300haの耕地のかんがいに利用し

 

ており、安定的な取水ができるよう必要な流量の確保と関係機

 

関との連携が必要。
・工業用水としては、島根県等に対して供給が行われている。
・発電用水としては、17箇所の水力発電所で使用されており、総

 

最大出力約8万kwの電力の供給が行われている。

「豊かな暮らしの営みを支える斐伊川」

尾原ダムおよび志津見ダム建設により、流水の正常な機能の維持（農業用水等の安定供給と河川に

 

生息・生育する動植物の保護等）のために必要な流量を確保するとともに、関係機関との連携により

 

河川の適正な利用を推進する。
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0.08623.5－0.0241.5神戸川

0.22760.4784.54.2斐伊川
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0.08623.5－0.0241.5神戸川

0.22760.4784.54.2斐伊川

（単位：m3/s）

合  計

斐伊川 約1,200ha (6%) 約18,200ha (94%) 約19,400ha

神戸川 約700ha (24%) 約2,200ha (76%) 約2,900ha

合  計 約1,900ha (9%) 約20,400ha (91%) 約22,300ha

許  可 慣  行

かんがい面積



斐伊川本川および大橋川、神戸川の河川環境に関する現状と課題

斐伊川本川上流部および神戸川上流部の現状と課題 神戸川下流部の現状と課題斐伊川本川中・下流部の現状と課題
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馬木大橋上流付近の早瀬神戸川河口部のクロマツ林

ヤシャゼンマイ

斐伊川上流部

神戸川
上流部

神戸川
下流部

斐伊川下流部

斐伊川中流部

■流域図

神立公園
水辺へのアクセス

 

が容易で広場で

 

のスポーツ等もで

 

きる憩いの空間と

 

して周辺住民に利

 

用されている。

かん だち

■BOD年７５％値
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環境基準河川ＡＡ類型：BOD1mg／l

■BOD年７５％値
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環境基準河川Ａ類型：BOD2mg／l

■神戸川の水質（BOD）
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大橋川の現状 ヨシ・オオクグ群落

コ
ア
マ
モ
群
落大橋川

中海

■斐伊川の水質（BOD）

・流水部では、マハゼやコノシロが湖の間を移動し、これらを捕食する

 

スズキやミサゴが生息するとともに、宍道湖・中海の汽水環境を保

 

持。水際には湿地環境が形成され、オオヨシキリが生息するヨシ群

 

落、汽水性のコアマモ群落やオオクグ群落が生育しており、改修に

 

伴う汽水環境や生物の生息・生育・繁殖環境の保全が必要。
・松江市の市街地を貫流し、緩やかな流れは多くの人の目に触れ、安

 

らぎと潤いを与えており、改修にあたっては、水面利用・景観の観点

 

から周辺環境及びまちづくりと一体となった整備を行うことが必要。

・山間渓流部では瀬・淵が連続し､周辺にはｺﾅﾗ等の河畔林

 

が生育。河畔林の木陰の淵では冷水性のｺﾞｷﾞやﾔﾏﾒが生息

 

し､空隙のある瀬・淵等にはｵｵｻﾝｼｮｳｳｵが生息･繁殖。岩場

 

にはﾔｼｬｾﾞﾝﾏｲが生育し、尾原ダム及び志津見ダムにより一

 

部が水没するﾔｼｬｾﾞﾝﾏｲ等の植物について生育環境への配慮

 

が必要。
・ダムによって新たに湖畔ができることから、これを活か

 

した地域活性化、上下流交流等が図られるよう地域との連

 

携が必要。

・低水路部に形成される網状砂州はｺﾊｸﾁｮｳ等の渡り鳥の休息

 

場や斐伊川特有の景観を形成しており、網状砂州への配慮

 

が必要。
・高水敷には､ﾔﾅｷﾞ類､ﾒﾀﾞｹ群等の河畔林やﾖｼが生育。ﾖｼ原で

 

はｵｵﾖｼｷﾘが生息・繁殖。河畔林で目隠しされる低水路では､

 

ｺﾊｸﾁｮｳやﾋｼｸｲ等の渡り鳥が休息場に利用しており、治水上

 

の影響から樹木の伐開が必要な場合には、動植物の生息・

 

生育・繁殖環境に配慮が必要。
・下流部の堤防沿いには､表流水や伏流水を取水するための

 

「鯰の尾」と呼ばれる水路が存在し､緩流であることからﾒ

 

ﾀﾞｶやﾔﾘﾀﾅｺﾞ､ｲｼｶﾞｲ等が生息・繁殖しており、保全が必要。
・下流の出雲市街地､上流の雲南市街地などの沿川の人口が

 

多い箇所では、高水敷の一部を河川公園やｸﾞﾗｳﾝﾄﾞとして

 

市民が利用。
・水質は近年環境基準を満足。

・瀬・淵が連続し、緩流部ではﾜﾝﾄﾞを形成し、ﾜﾝﾄﾞではﾒﾀﾞ

 

ｶなどが生息。早瀬にはｱﾕやｶﾜﾑﾂが生息。
・冠水頻度の高い河岸には、ﾀｺﾉｱｼ等の湿性植物が生育し、

 

放水路合流点から上流の早瀬にはｱﾕの産卵場が存在してお

 

り、河道掘削にあたっては、これらの動植物の生息・生

 

育・繁殖環境に配慮が必要。
・引堤による河道形状の変化や放水路建設に伴う土砂流入

 

が河道環境に及ぼす影響の把握が必要。
・河口部では防風林として植栽されたｸﾛﾏﾂ林が､白砂青松の

 

美しい景観の一部として親しまれている。
・水質は環境基準を満足。



宍道湖・中海の河川環境に関する現状と課題

宍道湖・中海の現状と課題

主に中海に生息

海水魚

■中海の漁獲

減少

キンクロハジロ ホシハジロ

■アオコ・赤潮の発生
・宍道湖ではアオコ、中海では毎年赤潮が発生。
・近年はアオコ・赤潮ともに減少傾向。

中海における赤潮の発生

平成13年

■貧酸素水塊の形成
・宍道湖では塩分成層形成時に主に底層で貧酸素化。
・中海では5月から10月にかけて底層及び下層で恒常

 

的に貧酸素化し、水深４ｍ以深は生物の生息が困難

 

な環境となっている。

■青潮の発生
・中海では数年に1回

 

の頻度で強風時に青

 

潮が発生し、魚介類

 

のへい死の要因と

 

なっている。
青潮の発生状況

■総リン年平均値
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環境基準湖沼Ⅲ類型：T-P 0.03mg／l

類型指定：昭和61年4月1日

■総窒素年平均値
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環境基準湖沼Ａ類型：COD3mg／l

■宍道湖・中海の水質

宍道湖ネイチャーランド白潟公園の親水護岸

■水辺空間･景観
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1月 2月 3月 4月 5月 6月 7月 8月 9月 10月 11月12月

溶存酸素濃度（中海湖心：平成15年）

4m以深は貧酸素水塊の影響により生物の生息が困難

欠
測

・宍道湖及び中海は、世界でも稀な連結汽水湖で、宍道湖には比較的塩分濃度の低い環境を

 

好む生物が生息し、中海には海水・汽水の多種多様な生物が生息・生育し、これらを餌として

 

数多くの水鳥が集まり、多様な生物生態系を形成しており、平成17年11月には、国際的に重

 

要な湿地としてラムサール条約湿地として登録。
・宍道湖は、海水の1/10程度の塩分濃度で、全国一の漁獲量を誇るヤマトシジミ、貴重種である

 

シンジコハゼ、宍道湖を南限とするワカサギ等が生息・繁殖。湖岸には、宍道湖の原風景であ

 

るヨシの群落が所々に見られるが、人工湖岸化により沿岸植物が減少しており、保全・再生が

 

必要。
・中海は、海水の1/2程度の塩分濃度で、年間を通じて塩分躍層が形成し、海水・汽水魚のスズ

 

キ、マハゼ、サッパを中心に種類は豊富。湖岸は埋立などにより浅場が消失し、藻場の減少

 

が顕著であり、浅場の保全・再生が必要。
・湖岸の散策や釣り、バードウォッチング等の沿岸利用や、広大な水面を利用したレガッタ等の

 

水面利用など多様な利用がなされ、地域の人々に親しまれているとともに、良好な景観を保持

 

しており、これらの保全が必要。
・水質は、米子湾については近年改善の傾向が見られるものの、環境基準を超えている状態が

 

継続しており、アオコ・赤潮・青潮といった問題も発生しているため、関係機関が一体となって

 

下水道整備や湖内対策等の対策を湖沼水質保全計画に基づき計画的に推進しているが、引

 

き続き環境基準の達成に向け、水質の改善が必要。

平成17年

平成15年

平成19年

■かつての宍道湖・中海

砂浜湖岸

【宍道湖】

海水浴

【中海】

海草の採取

【中海】

主に宍道湖に生息

淡水魚

汽水性

1月2月 3月 4月 5月 6月 7月 8月 9月 10月 11月12月

溶存酸素濃度（宍道湖湖心：平成15年）
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斐伊川水系河川整備計画宍道湖・中海の水環境悪化の要因

■中海･宍道湖では、戦後の経済成長に伴う人口、産業の発展、生活様式や営農形態の変化、工業化の進展等により湖内への流入負荷が増加するとともに、湖周辺地域の開発等による浅場･藻場
の減少や人工湖岸化により湖の自然浄化機能が低下した。これにより湖内の負荷量バランス(収支)が変化し、水質･底質の悪化が進行

■水質･底質の悪化により、赤潮･アオコの発生，透明度の低下，貧酸素化の発生などの水質障害が発生し、さらに透明度の低下や貧酸素化による自然浄化機能の低下、底泥の堆積や貧酸素化に

 

よる溶出負荷の増加などが湖内の負荷量バランスをさらに変化させ、両湖の水質を悪化させる水質悪化の循環(水質の悪化サイクル)が形成

■宍道湖・中海の水質悪化概念図

■埋立・干拓や道路整備等による地形の変化

宍道湖の湖岸形態の変化

沿岸域の底質の巻上げ人工湖岸化した河岸

S22年

中海の埋立・干拓実施状況

 
水深0～2m
水深2～4m
水深4～10m
水深10m以上

埋立部分
(昭和29年以降)

人工湖岸

砂浜湖岸

山地湖岸

植生湖岸

宍道湖(S22)

21%

20%

17%

42%

■現在の水環境■現在の水環境

■良好な水環境■良好な水環境

流入･溶出負荷 湖の自然浄化機能≦

流入･溶出負荷 湖の自然浄化機能＞

自然浄化機能を上回る負荷量が流入･溶出し、湖内(湖水)に

 

蓄積する有機物,栄養塩類が増加⇒水質の悪化

湖内の有機物,栄養塩類が沈降し、湖底に堆積⇒底質の悪化

流入負荷が自然浄化機能より小さく、

湖内水質は良好な状態で維持される。･生活様式の変化
･営農形態の変化
･流域の開発
･埋立･干拓

 

等

･埋立・干拓等による
自然湖岸、浅場の
減少

･藻場の減少

 

等

増加 低下

湖内への負荷の蓄積⇒水質･底質の悪化湖内への負荷の蓄積⇒水質･底質の悪化

水質悪化(環境基準の未達成等)

赤潮･アオコの発生

透明度の低下

貧酸素化の発生

赤潮･アオコの発生＝植物プランクトンの異常増殖赤潮･アオコの発生＝植物プランクトンの異常増殖

生起因子：日射、水温、栄養塩類、滞留時間

⇒湖水中の栄養塩類の増加⇒自然浄化機能を上回る負荷の流入

流入負荷量の集中的流入，停滞水域の存在

透明度の低下＝湖水中の浮遊物質の増加透明度の低下＝湖水中の浮遊物質の増加

流域からの流入(点源･面源)

内部生産

巻上げ(底泥からの供給)

 

⇒人工湖岸化、浅場の消失

⇒自然浄化機能を上回る負荷の流入

湖岸域の浅場減少による底泥堆積と巻上げ

貧酸素化＝湖水中の酸素供給量の減少･酸素消費量の増加貧酸素化＝湖水中の酸素供給量の減少･酸素消費量の増加

水面での曝気、植物プランクトンの光合成

沈水植物の光合成

 

⇒透明度の低下、浅場の消失

水中、底泥での消費

 

⇒水質悪化、底泥の堆積(悪化)及び堆積域の拡大

自然浄化機能を上回る負荷の流入

■課題
課題の生起要因

透明度の低下は植生の

 

生育エリアを縮小

貧酸素層の拡大は底生

 

生物の生息エリアを縮

 

小

⇒自然浄化機能の低下

湖底に堆積した底泥が

 

湖水に再回帰

貧酸素化により栄養塩

 

類の溶出量が増加

⇒溶出負荷の増加

底泥の堆積(悪化)
底泥の堆積底泥の堆積((悪化悪化))＝底質中の有機物･栄養塩類の増加＝底質中の有機物･栄養塩類の増加

沈降量の増加

 

⇒水質悪化，流域からの負荷の流入，底泥への蓄積

分解速度の低下

 

⇒貧酸素化，浅場減少による自然浄化機能の低下

水質悪化の循環 水質悪化の循環

バランス

負荷バランス負荷バランス((収支収支))の変化の変化

中浦水門

米子空港

境水道

彦名干拓地

葭津

江島

弓浜干拓地

中海

2km0

安来市

米子市

境港市

美保関町

八束町

美保湾

中浦水門

米子空港

境水道

彦名干拓地

葭津

江島

弓浜干拓地

中海

2km0

安来市

米子市

境港市

美保関町

八束町

美保湾

中海干拓調査報告書

 

(鳥取県1957)

■藻場の減少

減少

アマモ自生地

コアマモ自生地

2004-05年

■透明度

透明度の経年変化

4

■排出負荷量の推移

T-N(宍道湖)

0

500

1,000

1,500

2,000

S27 S30 S40 S50 S55 S60 H1 H5 H10 H15

(t/年)

T-P(宍道湖)

0

50

100

150

200

S27 S30 S40 S50 S55 S60 H1 H5 H10 H15

(t/年)

湖沼水質保全計画策定 湖沼水質保全計画策定

T-P(中海)

0

50

100

150

200

S27 S30 S40 S50 S55 S60 H1 H5 H10 H15

(t/年)

山林系 市街地系 農地系 畜産系 事業系 生活系

T-N(中海)

0

500

1,000

1,500

2,000

S27 S30 S40 S50 S55 S60 H1 H5 H10 H15

(t/年)
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中海の水深帯別面積

15 12

62 54

0

20

40

60

80

100

昭和37年 平成20年

(km2)

4m以浅 4m以深

※Ｈ１湖沼水質保全計画の算定方法に準じて原単位法により算定

H15年

59%18%

8%
15%

宍道湖(H15)



河川環境に関する整備目標と実施内容（案）

■斐伊川中・下流部■斐伊川上流部および神戸川上流部

整備目標

■神戸川下流部

・とくに湖沼部の「水質」、「利用のしやすさ」について不満が多くなっている
・不満の理由は「水が濁っている」、「生き物が少ない」、「ゴミが多い」、「水質が悪く近づきたくない」など相互に関係している
・ゴミ対策や水質底質改善、より自然環境に配慮した河川・湖の整備、親水利用施設の整備が望まれている

特に湖沼部では、沿岸域の浅場造成や覆砂に対する要望が多い

■河川・湖沼整備への要望

ヤシャゼンマイの移植状況

ナラガシワの移植状況

エビネの移植状況ﾅｶﾞﾐﾉﾂﾙｷｹﾏﾝの播種状況

【平成20年度の移植状況等】

神戸川の環境保全措置イメージ

植生の回復状況を確認しなが

 

ら段階的に掘削を行う
掘削により消失する水際植生

 

のうち、貴重種は移植

現況澪筋を活かした掘削（早瀬の維持）
アユ産卵床に配慮

■自然環境・景観に関するｱﾝｹｰﾄ結果 ■水質に関するｱﾝｹｰﾄ結果 ■河川利用に関するｱﾝｹｰﾄ結果

■水系全体
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実施内容（案）

移植後の状況タコノアシの採取状況

■水際植生（タコノアシ）の移植（実施事例）

 

0 200 400 600 800 1,000

満足している

どちらかといえば満足

どちらかといえば不満

不満である

わからない・未記入

自然環境や景観に対して満足しているか（回答数2,521)

44%

52%

 

0 200 400 600 800

コンクリートが多く，自然が感じられない

魚・鳥など生き物が少ない

ゴミが多く，景観を損ねている

まち並みとの調和が感じられない

その他

なぜ不満だと感じるか（複数回答あり)  

0 200 400 600 800 1,000 1,200

水がにごっていると感じる

ゴミや魚の死骸等が多いと感じる

いやなにおいを感じる

赤潮･アオコが多く発生している

その他

なぜ不満だと感じるか（複数回答あり)

 

0 200 400 600 800 1,000

満足している

どちらかといえば満足

どちらかといえば不満

不満である

わからない・未記入

川や湖の利用のしやすさに対して満足しているか（回答数2,521)

35%

51%

0 200 400 600 800

水辺に近づきにくい

遊ぶことが危険だと感じる

人工的で自然が感じられない

水質が悪いので近づきたくない

その他

なぜ不満だと感じるか（複数回答あり)

0 200 400 600 800 1,000 1,200

満足している

どちらかといえば満足

どちらかといえば不満

不満である

わからない・未記入

水質に対して満足しているか（回答数2,521)

36%

59%

・河川環境のモニタリングとして日常からの河川巡視による監視や河川水辺の国勢調査、その他の環境調査により、情報把握に努めるとともに、必要に応じて動植物の生息・生育・繁殖環

 

境の保全・改善を図る。

・河川毎、区間毎の特性、地域のニーズなどを踏まえた良好な河川空間の保全に努める。

・尾原ダムおよび志津見ダムの建設により水没するﾔｼｬｾﾞﾝﾏｲ等の移植など生

 

育環境に配慮を行うとともに、環境保全措置等に関するモニタリングにつ

 

いては、専門家の指導・助言の下に実施する。

・ダム水源地域ビジョンを策定し、地域の活性化や流域連携、住民参加によ

 

る地域づくり等についても推進する。

・網状砂州や河畔林、鯰の尾といった鳥類の休息場や魚類の生息・繁殖場である緩流環境について保全

 

に努める。

・アユの産卵場である早瀬や水際植生など、動植物の生息及び生育、繁殖環境の保全に努める。

・斐伊川からの分流にともなう流入土砂や河道の拡幅による神戸川の環境等への影響を把握するため、

 

継続的なモニタリングにより土砂量や粒度分布の把握に努める。

「斐伊川水系が生み出す特徴的で良好な河川・湖沼の環境及び

 

景観の保全を図り、次世代に引き継ぐ」

・斐伊川、神戸川の流れある水面が織りなす潤いと安らぎのある

 

特徴的な水辺環境の保全を図り、豊かで多様な自然環境の再

 

生を目指す。

・連結汽水湖が生み出す独特な汽水環境の保全を図り、豊かで多

 

様な景観と自然環境の再生を目指すとともに、関係機関と調整

 

を図りつつ、水質汚濁に係る環境基準を満たすよう水質改善に

 

努める。

目
標



 

オオクグ移植
候補地

築堤により一部消失(移植)

大橋川の実施内容（案）

環境保全の考え方

▽ 平水位

コアマモ消失

コアマモ創出

移植

▽ 平水位

コアマモ消失コアマモ消失

コアマモ創出コアマモ創出

移植移植

護岸構造によるコアマモ創出のイメージ図

オオクグ群落範囲

下流部砂州

オオクグ消失

※築堤により、群落の一部が消失するが、オオクグ移植
候補地への移植を行い保全を図る。

▽ 平水位

オオクグ群落範囲

下流部砂州

オオクグ消失

※築堤により、群落の一部が消失するが、オオクグ移植
候補地への移植を行い保全を図る。

オオクグ群落範囲

下流部砂州

オオクグ消失オオクグ消失

※築堤により、群落の一部が消失するが、オオクグ移植
候補地への移植を行い保全を図る。

▽ 平水位

オオクグ箇所のイメージ図

【大橋川改修事業の影響を受けると考えられる動物・植物・生態系】
●動物：ﾋﾄﾊﾘｻﾞﾄｳﾑｼ、ｳﾃﾞﾜﾕﾐｱｼｻｼｶﾞﾒ、ﾖｼﾀﾞｶﾜｻﾞﾝｼｮｳｶﾞｲ、

ﾑｼﾔﾄﾞﾘｶﾜｻﾞﾝｼｮｳｶﾞｲ
●植物：ｽｽﾞﾒﾊｺﾍﾞ、ﾋﾒｼﾛｱｻｻﾞ、ｶﾜﾁﾞｼｬ、ｵｵｸｸﾞ群落、ｺｱﾏﾓ
●生態系(典型性)：ﾖｼ、ｺｱﾏﾓ

実施内容（案）

■モニタリング調査の実施
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中海・宍道湖は、大橋川により繋がれた連結汽水湖であり、大橋川は両湖の汽水環

 

境に大きな影響を与えている。そのため、大橋川改修事業が中海・宍道湖を含む汽

 

水域の環境に与える影響について調査・予測・評価を行い、環境の保全に関する事

 

業者の考え方を、「大橋川改修事業

 

環境調査最終とりまとめ」（平成21年2月）

 

に示した。
予測の結果、以下の種及び群落について環境保全措置を実施することとし、流下断

 

面を侵さないような形状で河岸に新たな生息環境の整備や、移植による再生を図る。

整備計画の段階で保全の対象となる重要な種は、可能な限り新たな生息生育環境の整備や移植等の

 

保全措置を行う。
●ｺｱﾏﾓ：拡幅や築堤により消失する面積については、護岸構造を工夫し新たな生育面積を確保する。
●ｵｵｸｸﾞ：築堤により消失する面積については、中海側の移植候補地への移植を行い保全を図る。
●ﾖ

 

ｼ：拡幅や築堤により消失する面積については、移植地や移植時期等について専門家の指導･
助言を得ながら面積を確保する。

●ﾋﾄﾊﾘｻﾞﾄｳﾑｼ、ｳﾃﾞﾜﾕﾐｱｼｻｼｶﾞﾒ、ﾖｼﾀﾞｶﾜｻﾞﾝｼｮｳｶﾞｲ、ﾑｼﾔﾄﾞﾘｶﾜｻﾞﾝｼｮｳｶﾞｲ：ﾖｼ群落の移植により、これ
らの種の生息域を整備する。

・改修事業が水環境や動植物及び生態系に与える影響の程度、環境保全措置の実施内容の実現の程

 

度については、モニタリング等によって確認しながら事業を進めることとし、環境影響の程度が

 

著しいことが予測される場合も含めて明らかになった場合は、新たな環境保全措置を含めた対策

 

の検討を行い、適切な対応を図る。モニタリングは、協議会を組織し、意見、助言を得て作成し

 

た計画に基づき実施する。

・大橋川の改修にあたっては周辺のまちづくり等に配慮し、地元自治体と連携・協力を図る。

オオクグ現況 オオクグ消失 オオクグ移植候補地

コアマモ現況 コアマモ消失 コアマモ創出地

ヨシ現況 ヨシ消失 ヨシ創出地

凡　　　　例



斐伊川水系河川整備計画

■浅場造成、覆砂(浅場)による溶出負荷削減･自然浄化機能向上対策を実施

●宍道湖における浅場整備●宍道湖における浅場整備

・宍道湖において人工化された湖岸前面の沿岸部に浅場を整備し、波浪による巻き上がり

 

を防ぎ透明度の向上を図るとともに、生物の生息生育環境を再生し、湖の自然浄化機能

 

の回復を図る。

宍道湖・中海の実施内容（案）
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ヨシ帯砂浜

生物多様性
が向上

浅場造成により動植物の生育基盤ができる

植物（アマモなど）が繁茂する

透明度の向上 稚貝の生育場

鳥類・魚介類の増加

透明度の向上 栄養塩の溶出抑制

底質の巻き上げ抑制

周辺の波浪条件の緩和

鳥類・魚介類の増加

魚介類の
浄化効果

魚介類の
浄化効果

植物の
浄化効果

厚さ２０ｃｍ程度

浅場・藻場造成のイメージ
薄層覆砂の水深２～４ｍ程度浅場造成の水深１ｍ程度

生物多様性
が向上

浅場造成により動植物の生育基盤ができる

植物（アマモなど）が繁茂する

透明度の向上 稚貝の生育場

鳥類・魚介類の増加

透明度の向上 栄養塩の溶出抑制

底質の巻き上げ抑制

周辺の波浪条件の緩和

鳥類・魚介類の増加

魚介類の
浄化効果

魚介類の
浄化効果

植物の
浄化効果 生物多様性

が向上

浅場造成により動植物の生育基盤ができる

植物（アマモなど）が繁茂する

透明度の向上 稚貝の生育場

鳥類・魚介類の増加

透明度の向上 栄養塩の溶出抑制

底質の巻き上げ抑制

周辺の波浪条件の緩和

鳥類・魚介類の増加

魚介類の
浄化効果

魚介類の
浄化効果

植物の
浄化効果
植物の

浄化効果

厚さ２０ｃｍ程度

浅場・藻場造成のイメージ
薄層覆砂の水深２～４ｍ程度浅場造成の水深１ｍ程度

厚さ２０ｃｍ程度

浅場・藻場造成のイメージ
薄層覆砂の水深２～４ｍ程度浅場造成の水深１ｍ程度

生物多様性
が向上

浅場造成により動植物の生育基盤ができる

植物（ヨシなど）が繁茂する

魚類の産卵場 稚貝の生育場

鳥類・魚介類の増加

透明度の向上 栄養塩の溶出抑制

底質の巻き上げ抑制

周辺の波浪条件の緩和

鳥類・魚介類の増加

魚介類の
浄化効果

魚介類の
浄化効果

植物の
浄化効果 生物多様性

が向上

浅場造成により動植物の生育基盤ができる

植物（ヨシなど）が繁茂する

魚類の産卵場 稚貝の生育場

鳥類・魚介類の増加

透明度の向上 栄養塩の溶出抑制

底質の巻き上げ抑制

周辺の波浪条件の緩和

鳥類・魚介類の増加

魚介類の
浄化効果

魚介類の
浄化効果

植物の
浄化効果
植物の

浄化効果
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浅場造成のイメージ

◇流入負荷の削減対策(流域対策)
・家庭や工場、畜産場など点源から発生す

 

る負荷量(点源系)については、下水道整

 

備や接続率の向上といった生活排水対策

 

や排水規制などの発生源対策を実施。
・降雨時に農地や市街地、山林から流出す

 

る負荷量(面源系)については、施肥方法

 

や営農方法の改善などの農地対策や市

 

街地の路面清掃、山林の間伐などにより

 

負荷量を削減

 

。

◇湖岸堤整備の環境への配慮
・湖岸堤の整備により湖岸植生や藻場等に影響がある場合は影響を最小化できるよう保全に努める。
・生物の生息生育環境の再生が可能な箇所については、湖岸堤と併せて実施するよう努める。

◇水質改善対策(湖内対策)
・人工湖岸化や浅場の減少等により失われた、かつての良好な湖沼環境の再生を目指し、浅場や覆砂

 

の整備により底質の改善を行うとともに、生物が生息生育可能な環境を再生し、湖の自然浄化機能を

 

回復させることにより、水質の改善に努める。
事業の実施にあたっては、整備効果をモニタリングし、専門家から意見・助言を得るとともに地域との

 

情報交換を行いながら整備を進める。

◇その他の対策

●湖沼の水質・生態系の現象解明への取り組み●湖沼の水質・生態系の現象解明への取り組み
宍道湖・中海の水質汚濁機構・自然浄化機能及び流域の物質循環機構の現象を解明するため、

以下に示す取り組みを実施する。
①水質・底質・流動・生態系に関するデータ取得と蓄積及び分析・評価の実施
②湖沼環境へ影響を与える気象データ及び流入負荷量・流入水量のデータ取得と蓄積及び

分析・評価の実施
③湖沼で生起する諸現象の把握（貧酸素水塊、塩分成層）

●多様な主体との連携●多様な主体との連携
・湖沼環境改善のため、国・自治体・研究機関・ＮＰＯ・地域住民などと連携を図る。
・中海において既存の協議会等も踏まえ、大橋川改修事業及び中海湖岸堤整備等の進捗状

況の確認、中海及び沿岸域の水の諸問題を検討する協議会の設置に向け、関係機関と調
整を図り、検討を進める。

■湖沼水質保全計画の施策体系

水質の保全に資する事業

湖
沼
水
質
保
全
計
画

その他の水質の保全の
ために必要な措置

水質の保全のための規制
その他の措置

・下水道の整備
・農業集落排水施設の整備
・浄化槽の整備
・湖沼等の浄化対策

・工場・事業場排水対策
・生活排水対策
・畜産業に係る汚濁負荷対策
・非特定汚染源対策
（農業地域、市街地、山林）

・緑地の保全その他自然環境
の保護

・公共用水域の水質の監視・調査
・調査研究の推進
・総合的な流域管理の取り組み
・住民の理解と協力及び参加による

保全活動の促進 等

■河川管理者が実施する事業

■関係機関が実施する主な事業

●中海における浅場整備●中海における浅場整備

・中海沿岸部の通年を通して生物が生息可能な水深４ｍ以浅において浅場整備及び覆砂を

 

実施し、波浪による巻き上がりを防ぎ透明度の向上や貧酸素水塊の這い上がりの改善を

 

図るとともに、生物の生息生育環境を再生し、湖の自然浄化機能の回復を図る。



浅場造成・覆砂の実施箇所（案）

湖内水質の平面分布(T-P)

(mg/L)
■湖内の水質

■中海における事業実施箇所（案）

   0.00  -  0.01
   0.01  -  0.02
   0.02  -  0.03
   0.03  -  0.04
   0.04  -  0.05
   0.05  -  0.06
   0.06  -  0.07
   0.07  -  0.08

事業実施済

事業実施済

■湖岸形態

人工湖岸 砂浜湖岸

山地湖岸 植生湖岸

事業実施済

湖内(表層)
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■宍道湖における事業実施箇所（案）

■湖岸形態

人工湖岸 砂浜湖岸

山地湖岸 植生湖岸
事業実施済

事業実施済

浅場…整備延長：4.1km

宍道湖北岸エリア

宍道湖南岸エリア

1.8km

2.3km

(%)

■湖内底質

強熱減量の平面分布

   0.0  -  2.0
   2.0  -  4.0
   4.0  -  6.0

   6.0  -  8.0

   8.0  -  10.0
   10.0  -  12.0

   12.0  -  14.0

   14.0  -  16.0
   16.0  -  50.0

事業実施済

浅場、覆砂…整備延長：8.7km

中海南岸エリア

米子湾エリア

中海西岸エリア
中海東岸エリア

1.6km

4.5km

1.0km

1.6km

・事業が効果的に実施されるよう、人工湖岸のうち地形条件から
大規模な消波施設が不要である箇所を対象として、北岸及び南
岸で延長4.1kmの浅場整備を実施。

・事業が効果的に実施されるよう、人工湖岸

 

のうち生物の生息・生育環境の再生が期待

 

できる水深４ｍ以浅で、湖内水質及び底質

 

が悪い箇所を対象として、西岸、南岸、米

 

子湾及び東岸で延長8．7ｋｍの浅場整備及

 

び覆砂を実施。

※残延長は、漁港や人工湖岸が点在し、

 

一連区間での整備が困難な箇所。

※残面積は、大根島周辺の湖内水質が良好な箇所

 

や流入河川の河口であり整備が困難な箇所。

■浅場整備延長

平成１５年 整備計画

人工湖岸延長 29.5km 22.0km

15.0km 15.0km

うち浅場整備延長 0km 7.5km

(0%) (50%)

うち大規模な消波施設が不要である箇所

平成１５年 整備計画

４ｍ以浅の面積 11.7km2 11.7km2

うち浅場覆砂整備面積 0km2 7.5km2

(0%) (64%)

■浅場、覆砂整備面積



ヤマトシジミの生息状況
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斐伊川水系河川整備計画宍道湖・中海の事業実施により期待される効果 第５回斐伊川河川整備懇談会
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事業の効果(宍道湖：鹿園寺地区)

■波浪・巻き上げの抑制による濁度の低減

整備状況(H17～H18年施工)

・秋鹿地区では、浅場整備により波浪の静穏化。また、湿性から乾性まで多様な植物が生育する環境が形成
され、水陸移行帯が回復。
・西岸地区では、対照区に比べて生物の種数・個体数が増加

・鹿園寺地区では整備直後はヤマトシジミが減少し

 

たものの、その後個体数が回復し整備3年後には

 

整備前に比べヤマトシジミの個体数が増加

・浅場が整備された鹿園寺地区では濁度・波浪
の低減やヤマトシジミの個体数増加、植生の
広がりなどが確認されている。

■植生の広がり

■シジミの増加

・浅場が整備された下意東地区では、濁度の低減や貧酸素状態が改善しており、藻場の形成、貧酸素状態の

 

改善により生物相が改善するといった良好なサイクルが成立している。

整備前 整備後

波浪の

 

低減に

 

より、

 

巻上げ

 

が抑制

 

され、

 

濁度が

 

低減

ヨシ植栽地区では整備後自然の遷移により生育範囲が拡大

整備18ヶ月後整備5ヶ月後

(H18年度調査)

ヨシ帯の裏に湿地環境が形成され、沈水植物が繁茂

整備3年後整備3年後

乾性地

■水陸移行帯の回復（秋鹿地区）
 

ヨシ

 

湿性地

※秋鹿地区・・・H18年施工、H20年度現地調査

湿性から乾性で生育する植生を確認

(宍道湖

 

秋鹿地区) (隣接する未整備地区)

※同時刻の状況

波浪が低減し、静穏域を形成

■波浪抑制の効果（秋鹿地区）

整備状況(H16～H17年施工)

■生物相の改善（西岸地区） ※西岸地区・・・H13～H15年施工

 

H17年度調査

植物種数
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春季調査

冬季調査

(種) (羽) (尾) (個)

(整備区：出島、対照区：昭和新田)

事業の効果(中海：下意東地区)

■巻き上げの抑制による濁度の低減

【整備前(H16年)】
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【整備後(H17年)】

底層の溶存酸素

0
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4

6
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10

9/5 9/9 9/13 9/17 9/21 9/25 9/29 10/3

(mg/L) 対照区 整備区

H18.

■浅場整備箇所の貧酸素状態の改善
(H18年度調査)

貧酸素化時間が低減DO:3mg/L以下

確認種数・個体数が対照区に比べて増加

確認魚種数

0
1
2
3
4
5

H18年 H21年

(
種
/
地
点
)

・貧酸素状態の低減や藻場の形成に

 

より生息環境が改善することで魚類の

 

確認種数の増加や水産有用種の生息

 

を確認

■生物相の改善

平均湿重量

0

100

200

300

浅場区 覆砂区 対照区

（g/㎡）

アサリ

サルボウガイ

テナガエビなど藻場を利用する
魚介類を確認

アサリやサルボウガイなどの
有用種が生育

(H21年度調査)

宍道湖のその他整備地区で確認された効果

中海のその他整備地区で確認された効果

藻類の生育状況
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シオグサ属 藍藻類
オゴノリ アオノリ属
水深

浅場・覆砂整備箇所

(H18年度調査)

大崎地区では、浅場・覆砂整備により貧酸素状態の改善。また、湖底の光環境が改善し、藻場が形成

※各藻類の生育量
1・・・被度5%未満
2・・・被度5～25%
3・・・被度25～50%
4・・・被度50～75%
5・・・被度75%以上

■藻場の形成

・整備により湖底の光環境が改善し、藻場が形成され、コアマモが生育
藻類の生育状況
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ジュズモ類 アオノリ類
水深

浅場整備箇所

(H18年度調査)

(H21年度調査)

コアマモの生育※各藻類の生育量
1・・・被度5%未満
2・・・被度5～25%
3・・・被度25～50%
4・・・被度50～75%
5・・・被度75%以上 コアマモが生育可能

な環境が形成

底層の溶存酸素

0
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8

10

9/5 9/10 9/15 9/20 9/25 9/30 10/5

(mg/L) 対照区 浅場区

H18.

DO:3mg/L以下

貧酸素化時間が低減 (H18年度調査)

■浅場整備箇所の貧酸素状態の改善（大崎地区） ■藻場の形成（大崎地区）
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